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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月20日(2011.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フック支持台の外周に凹部と凸部が互いにはめ込むことができる形状を有した凹部と凸
部を任意の数だけ設けたところを特徴とする物掛け。
【請求項２】
　（イ）フック支持台の外周に凹部と凸部が互いにはめ込むことができる形状を有した凹
部と凸部を任意の数だけ設ける。
　（ロ）凹部に、フック支持台の側面に近い方に巾を狭くした、遠い方にそれより巾を広
くした形状を設ける。そして凸部に、フック支持台の側面に近い方に巾を狭くした、遠い
方にそれより巾を広くした形状を設け、凹部と凸部が互いに水平方向には抜けないように
した物掛け。
【請求項３】
　（イ）フック支持台の外周に凹部と凸部が互いにはめ込むことができる形状を有した凹
部と凸部を任意の数だけ設ける。
　（ロ）凹部に、フック支持台の側面に近い方に巾を狭くした、遠い方にそれより巾を広
くした形状を設ける。そして凸部に、フック支持台の側面に近い方に巾を狭くした、遠い
方にそれより巾を広くした形状を設け、凹部と凸部が互いに水平方向には抜けないように
した物掛け。
　（ハ）凹部、凸部それぞれの上面、下面をフック支持台の前面から背面に向けて下方に
傾斜させた物掛け。
【請求項４】
　（イ）フック支持台の外周に凹部と凸部が互いにはめ込むことができる形状を有した凹
部と凸部を任意の数だけ設ける。
　（ロ）凹部、凸部それぞれの上面、下面をフック支持台の前面から背面に向けて下方に
傾斜させた物掛け。
【請求項５】
　凸部の外壁、凹部の内壁にそれぞれいくつかの凹部、凸部を設けて互いにはめ込むこと
ができる請求項１、請求項２、請求項３、請求項４の物掛け。
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【請求項６】
　請求項１、請求項２、請求項３、請求項４、請求項５の物掛けからフック本体を取り外
したフック支持台。
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